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三重県は南北に細長く、気候温暖であることから、多くの食材に恵まれ、歴史が長いこと

から、伝統的な食文化に恵まれた地であります。三重県に残されている伝統的な食文化は、

諸外国が健康的な食生活であるということで注目している日本型食生活に他なりません。

時代が急激に変遷し、伝統的な食文化が急激に失われつつある今日、みえの健康を支えた

伝統的な食生活を記録し、書き残しておきたいとの思いで、三重県、みえ食文化研究会、三

重県食生活改善推進連絡協議会がともに取り組むことが出来ましたことは大変うれしいこと

です。

三重県は気候風土、地理的、経済的要因から、大きく５つの食文化的特徴をもった地域に

分けることができますが、実際には人々の移動や交流の結果とも思われる食文化の重なりや

同じ名称で中身の異なる料理、逆に名称は異なるが同じ料理を示すなどの現象が見受けられ

ました。そこで、地域ごとに調査した資料をもとにして、５つの食文化圏ごとに上位を占め

た代表的な郷土食を、また、日常食（食文化的には「ケ」といいます）と、行事食（食文化

的には「ハレ食」といいます）に分けて、紹介することといたしました。

日常食には、「食事バランスガイドのコマ」の表示をしました。これは平成17年に厚生労働

省と農林水産省が合同で策定した「食事バランスガイド」に従って料理を区分し、食事バラ

ンスの参考にしていただけるようにしました。三重に息づく郷土食を現代の食事に活かし、

バランス良い食べ方ができるようにと願っています。家庭だけでなく学校や職場などの給食

施設を始め、様々な食の場所で多くの方々が日々の食生活にご活用いただき、健康づくりの

一助としていただければ幸いです。

最後まで目を通していただくと、みえの健康を支えた伝統的な郷土食がどのようなもので

あり、いかに三重県が豊かな食材と人々の英知に恵まれていたかがご理解いただけるでしょ

う。この豊かな食文化の伝承を通じて「みえの食育」がなお一層展開されることを願ってい

ます。
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